
　
市
立
斎
場
は
開
場
か
ら
50
年
近
く
た
っ
て
お
り
、
施
設
・

設
備
が
老
朽
化
し
限
界
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
成
29

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
岸
和
田
市
斎
場
整
備
基
本
構
想
に
は
、

諸
条
件
に
鑑
み
施
設
更
新
を
行
う
場
合
は
、
全
面
建
て
替
え

が
唯
一
の
選
択
肢
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
施
設
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
会
葬
す
る
人
の
心
に
配
慮
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
他
市
の
よ
う
に
式
場
も
な
く
不
便
で
あ
る
。

　
今
後
、
広
域
連
携
も
視
野
に
入
れ
調
査
・
研
究
す

る
な
ら
ば
、
民
間
に
よ
る
設
計
、
建
設
及
び
運
営
手

法
の
検
討
を
行
い
、
家
族
葬
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

数
部
屋
確
保
し
、
運
営
費
に
充
て
る
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
る
。
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施
政
方
針
の
中
で
も
示
さ
れ
た
、
岸
和
田
城
を
活
用
し
た

戦
略
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
致
に
向
け
、
岸
和
田

の
さ
ら
な
る
観
光
産
業
の
促
進
に
期
待
す
る
。
大
阪
に
お
い

て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
１
１
０
０
万
人
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
期
待
し
た
い
。

　
ま
た
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
岸
和
田
」
の
登
録
に
際
し
、
府

内
１
位
の
漁
獲
高
を
誇
る
岸
和
田
の
港
を
含
め
た
ベ
イ
エ
リ

ア
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
と
併
せ
て
、
今
後
、
府
が
誘
致
を
目
指
す

Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
や
、
大
阪
・
関
西
万
博

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
よ
う
求
め
る
。

①
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
の
確
実
な
推
進
で
持
続
可
能
な
市
政

運
営
を
実
現
し
、
併
せ
て
「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事

業
」
の
特
例
的
な
起
債
を
活
用
し
て
庁
舎
を
建
て
替
え
、
災

害
対
応
拠
点
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
魅
力
発
信
を
！

②
小
・
中
学
校
で
の
義
務
教
育
と
幼
児
教
育
は
、
岸
和
田
の

将
来
を
担
う
重
要
な
人
材
を
育
成
す
る
源
で
あ
る
。
確
か
な

学
力
の
定
着
と
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

③
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
移

動
で
き
る
環
境
の
整
備
、
確
立
を
！

④
泉
州
山
手
線
と
久
米
田
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
関
係
地
域
、
地
権
者
へ
の
説
明
を
十
分
に
重
ね
、

理
解
と
協
力
を
得
た
う
え
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
着

実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
の
促
進
を
！

①
保
育
所
・
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
認
定
こ

ど
も
園
化
・
民
営
化
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
公
立
の
役

割
や
必
要
性
は
大
き
い
。
答
弁
に
も
あ
る
よ
う
に
、
第
三
者

機
関
の
審
議
会
で
の
答
申
を
踏
ま
え
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

②
教
育
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
を
や
め
、
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
指
導
に
時

間
を
か
け
ら
れ
る
35
人
学
級
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

③
公
共
交
通
に
つ
い
て
「
ロ
ー
ズ
バ
ス
の
収
支
率
は
約
20
％

で
あ
り
、
料
金
の
１
０
０
円
に
対
し
経
費
は
５
０
０

円
以
上
か
か
っ
て
お
り
、
不
足
分
に
補
助
金
を
充
て

て
い
る
た
め
、
利
用
し
て
い
な
い
市
民
も
負
担
し
て

い
る
」
と
い
う
市
の
説
明
は
、
市
民
を
分
断
す
る
も

の
で
あ
る
。

斎
場
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

観
光
産
業
振
興
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
の
推
進
、
庁
舎
の
建
て
替
え
で
　
本
市
の
魅
力
発
信
を
！
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大阪維新の会 代表

米田　貴志
公明党 代表日本共産党 代表

河合　馨
岸和田創生 代表

池田　啓子

そ
の
他
の
質
問 

○
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン(

案)
　
　
　
　
　
　

 

○
泉
州
山
手
線
と
公
共
交
通

　
庁
舎
の
建
て
替
え
に
当
た
り
、
以
下
の
３
点
を
要
望
す
る
。

１
点
目
は
地
質
調
査
な
ど
を
行
い
、
安
全
性
を
十
分
に
確
認

す
る
こ
と
、
２
点
目
は
建
て
替
え
の
費
用
や
庁
舎
規
模
の
適

正
化
を
図
り
、
建
て
替
え
に
係
る
計
画
の
精
度
を
高
め
る
こ

と
、
３
点
目
は
透
明
性
の
高
い
計
画
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
の
背
景
に
は
、
庁
舎
建
設
地
の
地
質
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
想
定
さ
れ
て
い
る
庁
舎
の
床

面
積
が
現
庁
舎
の
約
１
・
７
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
庁
舎
の
建
設
候
補
地
選
定
の
評
価
結
果
に
市
民

が
疑
問
を
感
じ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が

あ
る
。
今
よ
り
も
さ
ら
に
安
全
性
と
透
明
性
を
高

め
、
適
正
な
費
用
と
規
模
を
見
極
め
て
庁
舎
の
建
て

替
え
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
始
ま
る
最
終
期
の
第
３
期
戦
略
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
将
来

の
岸
和
田
の
目
指
す
姿
で
あ
る
「
元
気
あ
ふ
れ
る
躍
動
都
市

岸
和
田
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
「
重

点
目
指
す
成
果
」
を
七
つ
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
市

民
が
観
光
資
源
に
親
し
み
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
」
の
実
現
の
た
め
、
国
が
登
録
す
る
み
な
と
オ
ア
シ
ス

を
臨
海
部
に
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
設
置
者
が
岸
和

田
市
で
あ
る
た
め
、
運
営
を
委
託
す
る
「
み
な
と
オ

ア
シ
ス
岸
和
田
運
営
協
議
会
」
の
活
動
に
対
し
て
は

積
極
的
に
協
力
や
助
言
な
ど
の
働
き
掛
け
を
行
い
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

【
問
】
①
今
回
も
行
財
政
再
建
の
最
終
目
標
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
状
況
で
公
共
施
設
の
削
減
を
計
画
ど
お
り
遂
行

で
き
る
の
か
。
②
債
権
徴
収
体
制
の
一
元
化
は
い
つ
実
現
す

る
の
か
。
③
産
業
振
興
の
中
心
に
観
光
を
掲
げ
て
い
る
が
、

戦
略
に
乏
し
い
。
広
域
化
に
向
け
て
近
隣
の
各
首
長
へ
の
働

き
掛
け
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
①
財
政
調
整
基
金
残
高
を
40
億
円
確
保
す
る
時
期
は
、

令
和
３
年
ま
で
に
、
適
切
な
財
政
指
標
は
、
元
年
の
プ
ラ
ン

更
新
時
に
設
定
す
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
削
減
は
、

２
年
度
末
ま
で
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
く
。
②
３
年
度
を
め
ど
に
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
③
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
構

成
す
る
市
町
と
協
議
し
、
広
域
観
光
に
取
り
組
む
。

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て
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会派代表者による 総 括 質 問

庁
舎
建
替
特
別
委
員
会
（
１
月

28
日
）　

　

市
長
よ
り
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
敷
地
と
現
在
地
の
２
つ
の
候

補
地
の
評
価
結
果
が
同
点
に
な

っ
た
が
、
以
下
の
理
由
か
ら
現

在
地
で
建
て
替
え
た
い
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

○
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
は

　

岸
和
田
駅
に
近
く
、
ホ
テ
ル

　

や
商
業
施
設
な
ど
の
誘
致
で

　

経
済
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。

○
現
在
地
は
市
制
施
行
以
来
、

　

市
政
の
中
心
と
し
て
歴
史
、

　

文
化
を
育
ん
で
お
り
、
市
役

　

所
が
あ
り
続
け
る
こ
と
が
意

　

味
を
持
つ
。

○
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の
方

　

が
事
業
費
を
抑
え
る
こ
と
が

　

で
き
る
。

庁
舎
建
替
特
別
委
員
会
（
３
月

１
日
）

　
２
月
２
～
８
日
に
行
っ
た
、

庁
舎
建
替
の
検
討
状
況
に
関
す

る
市
民
説
明
会
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会（
３
月
11
日
）

　

平
成
31
年
度
に
着
手
す
る
庁

舎
建
替
の
基
本
計
画
の
た
め
の

予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
以
下
の
質
問
、
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

○
10
億
円
の
基
金
積
み
立
て
と

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
の

　

活
用
方
法

○
現
庁
舎
敷
地
の
液
状
化
の
可

　

能
性
と
対
策

○
庁
舎
の
規
模
と
費
用

予
算
特
別
委
員
会（
３
月
14
日
）

　

11
日
の
審
査
を
受
け
、
消
防

署
岸
城
分
署
の
建
て
替
え
の
際

の
液
状
化
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

液
状
化
指
数
（
Ｐ
Ｌ
値
）
は

ゼ
ロ
で
あ
り
、
現
庁
舎
敷
地
の

液
状
化
の
可
能
性
は
低
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
で
補
正

予
算
を
提
案
し
、
現
庁
舎
敷
地

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
た

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

庁
舎
建
替
に
つ
い
て
の
議
論
の
状
況

そ
の
他
の
質
問 

○
第
２
期
岸
和
田
市
教
育
大
綱

そ
の
他
の
質
問 

○
学
校
教
育

そ
の
他
の
質
問 

○
行
財
政
改
革

　
　
　
　
　
　

 

○
庁
舎
建
て
替
え

そ
の
他
の
質
問 

○
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン(

案)


